
令和６年度

事業所名称…グループホームこころ

サービス種類…認知症対応型共同生活介護

文書発送日・・・令和7年2月3日

開催場所…グループホーム陽恵苑　１階　会議室

出席者

事業所 １人 利用者 ０人

利用者家族 ０人 地域代表者 1人

松江市職員 ０人 包括支援センター 1人

知見を有する者 ０人 その他（陽恵苑職員） 4人

グループホーム…

陽恵苑職員…

DS陽恵苑職員…

民生委員…

上竹矢町内会長… 欠席

※事業所確認欄

□活動報告についての評価を受けることができたか。 〇

□要望・助言等を受ける機会を設けたか。 〇

喀痰吸引の資格というところでは特養は介護職員が夜勤をしているので吸引

が必要な方の対応が難しい。各施設で対応が違います。

できる範囲内自然な形で最期を迎えさせてあげたい。

地域に密着した状況を出来るだけ伝えたい。子ども食堂は社協、包括さんの

協力で取り組んでいることがほとんどです。研修はとても多いです。民生委

員として4町内入るのは難しい。介護度が上がると大変ですね。

令和7年1月31日

地域密着型サービス第5回　運営推進会議　報告書

地域包括支援

　　　センター…

人員不足で看取りケアが出来ない状況は、看取りをすることの職員さんの受

け止め方に課題もある。

ヒヤリハット報告のやり方を変更したので、思った以上にたくさんの報告が

あがっている。しっかり受け止めて大きな事故にならないように声かけや対

策の徹底を行う。看取りができないことで、せっかくこころを選んで入居さ

れた方に苦渋の決断を迫ることもある。いつかは看取りの対応ができる施設

にしたい。今しばらくお待ちいただきたい。


